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図１おおわし 1 号機外観 
 
 
図２ おおわし 1 号機機体形状 
表１ 物理特性 
質量(kg) m 27.3 
翼面積(m2) S 0.9548 
慣性能率(kgm2) 





-0.39015*  0.0802 
0.1483  0.0954* 
-0.0192*  0.0* 
0.1870  -0.1152* 
0.01521  0.0107 
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を目的としたプロトタイプ機 1),2)（図１、名称：おおわし 1 号機）に対して、横・方向の制御則の検討を行う。 
本おおわし 1 号機は図２に示すように全長 3.2m、翼幅 1.6m で、デルタ翼を有する機体であり、表１に
示すような物理特性を有する。また、風洞試験により明らかとなった空力微係数及び推算 3)により求
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表３ 迎角に対する干渉指数と制御設計への影響 
迎角（°） 5 10 15 20 
最大干渉指数 0.679 0.773 0.864 0.944
ｹﾞｲﾝ余裕 4.5 4.97 5.41 5.77




















































が変化する。このため横滑り角制御及びロール角制御の制御帯域として 0.3～3 Hz の範囲において、想
定迎角範囲で計算を行った。その結果表３に示すように最大 0.9 程度であり、振幅安定の場合にはゲイ
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